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聴覚的景観からとらえた建築と街なみに関する基礎研究（2）（梗概）

―建築物の性格が都市の聴覚的景観に及ぼす影響に関する基礎研究―

鳥越けい子

1．今年度の研究の概要

1－1．今年度の研究の位置付けとその意義

　本研究推進の基本には，ハードな建造物としての建築

やその形状を中心とした都市研究の領域に，聴覚等のよ

りソフトな感覚要素を導入することにより，その領域を

人間の五感を統合したトータルな感性に対応したものに

しようとする姿勢がある。この端緒を開くため，昨年度

は「聴覚的景観／響きとしての街なみ」という新たなコ

ンセプトを提起し，神田地域における5つの道をケース

スタディとしながら，「建築物の性格が都市の聴覚的景観

に及ぽす影響」というテーマのもとにその実態を調査し，

研究の方法論的検討を行った。

　その継続研究である今年度の研究ではまず，「聴覚的景

観」の存在をより明確に実証していくため，調査地域を

前年度の神田からより広範な地域に拡大し，より変化に

富んださまざまな性格の建造物を扱うこととなった。そ

の結果，建物を物体としてとらえる従来の考え方に対し，

建築を聴覚的にとらえる考え方，「響きとしての建築」と

いうコンセプトが確立した。

　このことから，前年度の調査内容を含めた研究全体の

枠組みの変更がもたらされた。すなわち前年度のテーマ

設定では，「街なみ」を聴覚的にとらえていた一方で，「建

築」のほうは従来通りの「物体としての建築」という考

え方に基づいていて，「街なみ」と「建築」のとらえ方に

ギャップがあった。「響きとしての街なみ」をとらえると

いうことは，すでに建築物をも聴覚的にとらえていたこ

とであって，その点をより明確に打ち出していくことが，

今年度の研究の課題のひとつともなった。そのため，本

研究全体のテーマを「聴覚的景観からとらえた建築と街

なみに関する基礎研究」と改め，前年度の「建築物の性

格が都市の聴覚的景観に及ぼす影響に関する基礎研究」

をその中に組み入れることとした。

　こうしたアプローチは，従来の建築論が見落としがち

だった建築の実態のひとつに迫ることを可能にする。同

時に「建築」というものが本来持っている「建造物」を

超えた広がりを浮き上がらせることになり，そのことが，

建築および都市研究における本研究全体の意義である。

1－2．研究の目的

　本研究の目的は，「建築」や「街なみ」が聴覚的にも存

在するということを証明し，その実態を把握することで

ある。そのために本研究の採る方法は，対象地区におけ

る野外調査を中心に「建築」や「街なみ」の聴覚的な実

態を具体的に観察，整理しながら，その存在を実証して

いくことである。また，そうした作業を通じ，建築およ

び景観の研究領域に「響きとしての建築」「響きとしての

街なみ」という新たなテーマを取り込む契機を作ること

を本研究全体の最終的な目的とする。

　「聴覚的景観からとらえた建築と街なみ」をテーマと

する本研究の具体的目的は，第2年度において大きく次

の2点にまとめることができる。

1）　「響きとしての建築」というコンセプトを提起し，

　それを実証すること。

2）建築と街なみの聴覚的在り方を具体的に把握し，そ

　の実態を分析，解明すること。

1－3．今年度の研究対象地区とその特徴

　研究対象地区の選定にあたり，前年度は神田という特

定の地域に限定し，その中で任意の「有名な道」を対象

地区とした。その結果，ビジネス街，住宅街，商店街と

いった各道路の種類が，響きとしての街なみの特徴を決

定する要因のひとつである可能性が確認された。しかし，

事例の少なさからも，各道の響きとしての街なみの違い

が，そうした道の種類の違いによるものであるのか，あ

るいは「秋葉原」と「駿河台」という地区の違いによる

ものであるのかといった問題を検討するには至らなかっ

た。また，5つの道すべてが神田地域に含まれていたた

め，そこで扱った街なみと建築の性格が何らかの地域的

規定を受けている可能性があった。したがって，その後

の研究の展開においてはそれらの要因の整理の必要性，

および対象地区としてより変化に富んだ多様な地域にお

ける事例を取り上げる必要性が確認された。

　これらの問題を考慮しつつ，上記の目的を達成するた

め，今年度は図1－1に示したような，神田地域周辺の

東京における5つの地区をケーススタディとして取り上

げる一方，道の種類としては商店街に限定し，各地区の
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街なみと建築を聴覚的にとらえ，その実態を分析すると

いう方法を採った。

　商店街を取り上げた理由としては，それが，各種道路

空間の中でも，現代都市のさまざまな地域において，そ

の場の地域性，風土，歴史性などのロー一カルな特徴を蓄

積し，都市の文化を支える上でこれまで重要な役割を果

たしてきたと考えられること，更には，こうした商店街

が大規模店舗の進出その他によって現在危機に直面して

いるという社会的背景などがある。

2．研究の内容

2－1．研究対象地区とその特徴

　神田周辺の東京の5つの地区（浅草仲見世，高円寺，

上野アメ横，月島，深川）から，その特色を担う代表的

商店街を選んで対象地区とし，その地区の雰囲気が最も

感じられるゾーンで隣接する約10軒の建築物を選び，そ

れが面する道の空間をそれぞれ研究対象エリアとした。

各地区の特徴は表2－1のようにまとめられる。

2－2．研究の方法

　野外調査の方法は，前年度調査との統一…を図るため，

その第2期における調査手法を継続した。すなわち，a．

各エリアの聴覚的景観その他の特徴を把．握するための

「エリア台帳」の作成，b．研究対象エリア内の全建築

物についての「建物台帳」の作成，C．各建築物の前で

「10分問音事象調査」（一般に商店街の最も人通’）の多い

午後4～5時を中心に）を行った。

2－3．調査結果（データのまとめ）

　表2－2「対象エリアー覧」は，上記の調査結果をま

とめたものである。「対象建築物を中心としたエリアの特

徴」（ファサードの見取｝）図はいずれも部分図。縮尺は各

エリアで異なる）は，従来の構造物としての建築を中心

とした街なみの特徴を観察した結果である。これに対し，

「聴覚的景観を中心としたエリアの特徴．は聴覚を中心

としながら各エリアにおける街なみの雰囲気その他の特

徴をよりトータルに観察した結果である。「響きとしての

街なみマップA」は，各エリアで確認した「聴覚的景観

の構成要素」のうち従来の「物体としての建築と関連の

深い音」（前年度の研究報告梗概（研究No．8814）におけ

る図2－3で確認した①「道沿いの建築物およびそれに

付帯する装置が発する音」に属するもの）をまとめたも

の，すなわち「響きとしての建築マップ」ともいえるも

のである。一方「響きとしての街なみマップB」は各エ

リアの聴覚的景観のその他の構成要素をまとめたもので

あり，これら2つのマップを合わせたものが，今年度調

査で把握した各エリアの響きとしての街なみの全体像で

ある。

3．分析

3－1．「響きとしての建築」

　今年度に提起した「響きとしての建築」というコンセ

プト，すなわち建築物が音響的にも存在するということ，

その存在の諸相が，前年度および今年度の一連の調査活

動とその結果を通じて実証，確認された。図3－1は「建

築」を聴覚的景観研究においてとらえる際に本研究の

採った2つのアプローチを示したものである。縦軸は，

建築を「建造物」としてとらえた上で，聴覚的景観との

関連を考察した前年度の研究方法に対応するものであ

る。これに対して横軸は，「響きとしての建築」を考察し

た今年度の研究方法に対応するものである。

　前年度の調査も含め，本研究においてこれまで扱った

建築物の事例金体を「響きとしての建築」というアプロー

チから再び整理すると，聴覚的にとらえた場合，建築物

には「音響的に存在しない本設建築物（I）」，「音響的に

存在する本設建築物（H）」「音響的に存在するが本設でな

い建築物（III）」の3つの存在の諸相があることが分析さ

れた。「音響的に存在しない」とはこの場合，建築物の本

体の一部あるいは付帯した装置その他が音源となってい

ないのみならず，その建築物に関連した人問の活動も聴

覚的に認められない事例のことである。

　表3－1に示したように，本研究において扱った119件

の事例（うち前年度50件）のほとんどのものが「昔響的

に存在する本設建築物（II）」として存在している。テー

ラー天狗屋（月島地区07）の「仕立てのミシンの音」「ア

イロンをかける音」，総菜屋蒲福（月島地区04）の「包丁

でまないたをたたく音」，おもちゃ屋バニー（浅草仲見世

地区05）の「オモチャ“ペンギンリズム’’の太鼓の音」

などの例に見られるように，商店街における各建築物は

一般に，その商店ならではの作業音や商品の発する音が

認められる。

　一方「音響的に存在しない本設建築物」としては，月
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表2－1：対象地区一覧

地
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島

地
区

深

川

地

区

位　　　置

対　　象　　地　　区
管理区分

概　　　　　　　要
道　　　幅

長　　　さ
灘鰯醐 金龍山浅草寺の表参道としてのメインアプローチ的な特色を持

浅草1丁目18番地先ち，江戸の市民の信仰の場として，古くから盛り場として栄え

’ 1鰯 1　1
ていた繁華街的空間。浅草寺境内の参道脇の屋台が明治時代以

彗． 11馴 私道（浅草寺）
降に定着したもの。おもちゃ，鈴・風鈴．煎餅など，そこに入

’ 1…．’砦・煽1－1洲 ソ っている商店はそのほとんどが，土産物を中心とした業種であ

1‘1 ヨ る。観光地的性格の強い特殊な商店街で，客層も観光客が中心
一’’岬．淵

v　掌 で外国人も多く見られ，常に混雑している。

門垣嚇’
5．4肌（8．0肌）

I

約30．0肌

局円寺北2丁目 東京西部の住宅地域の典型的な駅前商店街。駅前に密集してい
7番地～3丁目 るいくつもの小規模な商店街のうちのひとっで，生活用品，飲食

婆 ，・籔勇　　纏廻　　　、蟻鰯数’願総1出
23番地 店など日常生活と密着したものを売る店が多い。商店街の裏側

■
は密集した住宅地でアパートが多いが，近年入ってきたマン

工
芭 聰

区道 ションなどの新しい要素などとの新旧の対比がおもしろい。通

、11 りは午後3～8時が車両進入禁止となり，移動手段は徒歩と自
転車となる。夕方を中心に通行人，買い物客が増えるが，客層

　　，・　　’　　　’　　』　　　κ　・書 約8．0肌 は主婦、学生，OLとさまざまである。また，時間によって街

■糧醗．籾灘　　　　　　竈　　　灘狢俗
灯スピーカーから宣伝放送とBGMが流れる。毎年夏に行われ

、繋綴 るr高円寺阿波踊り」大会は有名。

ヨ 約30．0肌

上野4丁目7番地～終戦直後，国鉄（当時）ガード下空き地を利用して始まった

6丁目10番地 r青空市場」（ヤミ市）が起源。ガード下やビルの内部空間は，
小さな商店がひしめきあい，縦横に通じる狭い通路は迷路のよ
うに入り組み，路地的な空間をなしている。1店舗あたりの平

萎…　　　． 区道（一部JR用地）均売り場面積は約4坪と，他の地区と比べてかなり狭い。現在
では貴金属，海産物を初めさまざまなものが安価で買える広域
総合専門型の商店街を形成している。東京の名物的商店街とし

約8．85～9．0肌 て毎日15～40万人が訪れる。多くの店が張り出しテントを用い

’　。
たり，はみ出し陳列を行っており，実際の商いはほとんどが路

、
上で行われている。近年，再開発事業の一環として近代的な

、くψ伊’μ＼ 約22．5肌 rセンタービル」が完成し，一部の店舗がその中へ移った。

月島1丁目21番地 明治時代中期より隅田川の凌漢土砂を利用して造成された埋め
・i竃1い～22番地先 立て地の島。格子状の街路，棟割長屋など江戸の伝統を引き継

帽
ぎつつ，近代的な都市計画に基づいて実現されており，都心の
すぐ近くにありながら，鉢植や路地を介した隣近所とのつきあ

仁 区道 いなど，独特のr路地裏文化」ともいえるものを育んでいる。
東京の下町を代表する街のひとつ。
西仲通り商店街はその中で，商業空間としての役割を担ってい

約10．9肌 るだけでなく，タ涼みや子供の遊び場，通行人どうしの語らい
の場など，周辺の住民の生活空間としても機能している数少な
い通りである。

約25．5肌

富岡町1丁目 江戸初期からの度重なる埋め立てによって開発された地域。調
ψ 鱗麟 騒 9番地～5番地先査対象範囲の富岡地区は深川不動尊，富岡八幡宮の門前町とし

阜
，、 ．臓　’．議

て江戸時代より栄え，町人人口の多い所であった。今も深川を

脇■．1
灘 代表するショッピングゾーンとして賑わいを見せている。月3

1栽．鰍、；　一＝■川榊111r岬，
1’ふ

都道（10号線） 度の縁日には屋台が立ち並び大勢の人が訪れ賑わう。江戸3大
祭りのひとつである富岡八幡宮の大祭（深川祭り）では，盛大な

一 大后I 神輿が繰り出し．街中が沸き立つ。商店街中央を走る永代通り

嬢　ゴ㍉■k’
約33．O肌 は都内東部と都心を結ぷ幹線道路として交通量が多い。昭和45

；蝋 ；“’ 年以降都電が廃止され，代わって地下鉄が開通したが，それと
、蟻1 ともにビルやマンションが増え始め商店街の客層も変化してき

。ぺ．三 ll…々 約25．5肌 ている。
’’　、　　　’ ；

ヨ

対

糧甑
灘　　　　●　　　　‘

　　　灘狢
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表2－2：対象エリアー覧

響きとしての街なみマップA 対象建築物を中心としたエリアの特徴
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空調機例・チ†一1　　客と1■崩との商談
鉄板を踏む音 1■、；螂ど・〕Lぴ〕会話

l　l1　　風鈴クlI午・l1葡11＾の袋に1触る痔・1一
BGM　　　・l1舳1州風鈴　　　　　　　11　　1

客と店買との誠薔I手I」’ か二の・1吻商品をはる音
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氷を・砕■1有＝
包装≠・＿　　　7
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聴覚的景観を中心としたエリアの特徴

浅草通りから雷門をくぐると，入り口付近の屋
台や人の声，催し物の宣伝，と独特のざわめき
に包まれ，聴覚的にもハレの空間へ移行してい
く。雷門を過ぎ，商店に近づくと聴覚的景観が
一変する。石畳の参道特有の足音，時折外国語
の交じる人々のざわめき．各店舗の軒先の風鈴
の響き，店頭商品の玩興，音呉（風鈴，鈴）等が
ひとつになって仲見世特有の賑わいを形成して
いる。アーケードが風に吹かれてぱたつく音、
仲見世の業務放送が時折全体に響き渡る。常に
音に包まれた状態で，築団の中に埋没している
感覚を体験する。

商店街の商業放送（有線によるBGMおよぴ宣伝
放送。1時間に15分ほど），地区内の1店舗（靴
のチヨダ）から流れるBGM，隣接した地区の店
舗（サンライフ）の宣伝放送および時報（15分に
1度のチャイム）などが聴覚的景観の主要素。ほ
ぼ一橡なゆったりと変化する聴景観の中，有線
放送とチャイムがリズムを刻む。午後3～8時
まで歩行者専用道路となるため，章の音は聞こ
えず，通行人の足音，自転章の音，台車や買い
物章の音などが中心となる。会話はあまり聞か
れない。

　　　　脇轟

蟄声，手をたたく音，通行人の雑踏，店頭作業
音等が交ざり合い，きわめて高密度の独特の喧
喋を形成している。最も中心的な要素である
「掛芦」については各商店がさまざまな発声や
声色，個性的な言い回しを発達させているが，
それが「アメ横」空間全体の演出の機能をも担
っており・この地区の固有の音文化を形成して
いるともいえ孔通りの片側はJRの高架下に
位置し，電車の頻繁な通過に伴う走行音，線路，
高架自体の発する音などが生まれ，それが反対
側のアメ横センタービルに反射して増幅されて
響き渡る。BGMはほとんど聞かれない。

響きとしての街なみマップB

下水むの鉄板を踏む音
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響きとしての街なみマップA
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対象建築物を中心とした
エリアの特徴

月島西中通り商店街の2番街と，3番街を分け
る十字路から北方1本目の路地から北方へ西側
5軒，東側6軒の合計11軒。ほとんどの店舗は，
木造そルタル2階建て棟続きの典型的な町屋建
築。現代風のデザインがされた店もあるが，木
枠のサッシ，開放的な店の正面や長屋形式．モ
ルタルセメントによるファサードを改築した看
板建築など，いまだに昔ながらの建物が多く残
っている。1階の奥や2階は住居空間でペラン
ダや軒下に鉢植などの植栽が見られる。歩道に
はアーケード，縁台や植え込みなどがあり，歩
道と車道にはタイル張りの舗装がなされている。

氷代通りに面する深川不動尊参道入り口から東
方に北側5軒，南側4軒の合計9軒。通りは，
車道と歩道に分かれていて，鉄筋コンクリート造
の7，8階建てのビルが建ち並ぷ。ほとんどは
複合用途ビルで，中高層部がマンション，低層
部には複数の店舗が並ぷ。歩道には磁器タイル
による舗装，街路樹や植え込みなどで街なみを
飾っており，北側はアーケード（北側のみ）が設
置されている。間口を広く取り，店内へ引き込
むような内部構成ではあるが，ファサードをガラ
スの壁で仕切り，ショーウィンドーをおいて店の
中への視線を閉ざすなど生活感を感じさせない
モダンなデザインがされている店舗が多い。

島地区08（以前商店だったと思われる建造物）や高円寺

地区04（呉服屋ひのや）などがある。このうち，前者の

場合は建造物が商店としてもはや機能していないため何

の響きも確認できないのに対し，後者の場合は呉服屋と

いう商売の性格から意図的に静寂を演出していると考え

られる。そのように解釈した場合，こうした事例はそれ

を使用する人の積極的な意図を持って実現されていると

考えられるため，使用する人のいなくなった前者の場合

とはその意味が異なると考察された。

　「音響的に存在するが本設でない建築物」としては，

上野アメ横地区01（小林商店1図3－2参照）や深川地

口
竈
吻
と
し
て
の口
簑

図3－1

I 1I

田鯉 榊撒．

1 ●占』一■7＾‘■■　　　　讐さとしての臼簑
：聴覚的景観研究における建築への2つの
アプローチ
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聴覚的景観を中心としたエリアの特徴

1日の中では，12時のBGMの開始，午後3時の
車両通行止めを契機として景観の音響的表情が
変化する。さまざまな店内作業の音が漏れ聞こ
えてくるほか，午後12～5時まで商店街共有の
アーケードからBGMが流され，午後3時車道が
通行止めになり，タ方人通りが多くなるにつれ，
買い物客の足音，台車・乳母車・自転車の音，
通行人や縁台で夕涼みするお年寄りの会話、子
供の遊び声，商店の客と店員とのあいさつなど，
日常的な会話が多く聞かれ．なごやかな雰囲気
となっている。

普段は．章道の通行音が断続的に讐く中，会話，
足音などがまばらに聞こえる。大通りに面した
ごく平凡な響きの商店街であるが，道の片側で
行われる縁日には，慶台の掛声や作業音・店員
と客のやり取り，さまざまな匂いなどが歩道に
満ち，下町的な活気に包まれる。通りの反対側
の歩道は縁日でも普段と変わらず静かである。
道の両側での聴覚的景観は完全に分断され，反
対側の活気は伝わってこない。

図3－2：小林商店（上野アメ横地区）

響きとしての街なみマップB
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・’三．挫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬
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ll、’1■　lI
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呼ぴ込みの粛
焼鳥を蛙之音

’rジユー一．・蕊・

作嫡「ガタンガタン」　　　　や坐苧く育
撒嫡など〕榊備　　　　パ‘ン即掛御
　　　　　　　　　　　　兵物を切抽

§

　　　客と，占貝との会諸
　　　靴高｛ゲタ，突っ掛け〕

・燃

07

隣の屋市っ人との会話
パスを待つ人の会藷

ラジオの高
タコ焼きを作る杵

□

「

陥の1司業嵩との会蓄舌
各饅台の向ω車の開閉音

表3－1：聴覚的にとらえた建築物の在り方

菖纂吻の存在形態 本研究で扱った件籔とその割合

I．音8的に葎在しない本設建築吻 8件　（3件） 6．72％

1I．音，的に存在する本設蔓築吻 93件（47件） 78．15％

㎜．音讐的には存在するが本設でない建築物18件　　（O件） 15．13％
合計 119件（50’件） 100％

○内は、前年度の件歓○内は、前年度の件歓
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表3－2：商店街の響きとしての街なみの主な形成要因

I）交　通

（履　物）

浅草仲見世 高　　円　　寺 上野アメ横

（運般手段）

台車

（舗装面） アスファルト アスファルト

皿）放送システム

業務放送

皿）その他のしつらえ

街灯からの宣伝放送

仲見世風鈴

w）人の声

観光客の声 掛声
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月　　島　　　　　　　　深　　川

自転車・買い物車　　　　　　　　台車

乳母車　　　　　　　　自動車

タイル　　　　　　　　　磁器タイル

BGM（ア・一ケード）

縁台　　　　　　　　　　　屋台

語らい　　　　　　　　　掛声と商談

区の屋台などがある。前者の場合は，野外調査において

さまざまな「作業音」や「掛声」が確認され，音響的に

は独立した1軒の店舗として存在しているが，「建造物と

しての建築」として考察した場合には張り出しテントと

商品を置くための台のみであり，その実態はほとんどな

い。後者は，果物売りや焼きそばなどの屋台で，永代通

りの深川不動尊側の歩道に毎月3回の縁日に出現し，深

川地区の特色を担う重要な要素となっている。どちらも

一定の周期を持って特定の時間帯に立ち現れてくるもの

で，このような在り方は，「物体としての建築」としては

「仮設建築」として不完全な存在として見なされる。が，

そもそも音響は時間軸の中で展開する存在なので，建築

を響きとしてとらえた場合には，建造物として本設のも

のも，仮設のものも，その存在の様相としては同等であ

ると見なすことのできる範囲が広がる。

　以上の考察を通じて，建築物の聴覚的な在り方が具体

的に把握され，「響きとしての建築」というコンセプトの

成立が実証された。また，建造物としては立派に存在し

ていても聴覚的にはきわめて希薄な存在であった『），何

の実在感を持たない建築がある一方で，屋台のように，

建造物としては希薄な存在でも聴覚的には明確な実在感

を持っているようなものがあるということが確認された。

3－2．「響きとしての街なみ」

　前年度の神田地域における調査で，司町地区，すずら

ん通り地区，池田坂地区などのそれぞれの道が，聴覚的

にもそれぞれ異なった表情を持つことを確認し，その実

態をいくつかの方法で分析した。このことは，聴覚的景

観研究の中で「響きとしての街なみ」というコンセプト

が成立することを，すでにある程度実証したということ

を意味していた。今年度の調査では，商店街という同じ

種類の道でもそれらが「響きとしての街なみ」としてそ

の地区固有の特色を持っていることを確認したことに

よって，この点をより明確に実証することができた。ま

た，次節以降に考察するような形成要因の分析を通じて，

その基本的構造を把握することができた。

3－3．「響きとしての街なみ」の形成要因

　「響きとしての街なみ」がどのように形成されている

かについては，前年度は主に「建造物としての建築」と

の関連から考察した。その結果，「引き戸」や「シャッター」

などのエントランス部や，ダクトや階段などのように建

築物本体の一部やそれに付帯した装置がその構成要素の

音源として重要な役割を果たしていることが明らかに

なった。今年度の調査では，同様に建築物の部位や装置

が「響きとしての街なみ」の形成に重要な役割を果たし

ていることを確認するとともに，生きた都市における「響

きとしての街なみ」は，1軒1軒の建築物から構成され
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表3－3：店からの客の呼び込み方

浅草仲見世

人の声

その他の演出音

高　円　寺 上野アメ横

襲

仲見世風鈴 BGM・風鈴

リズムペンギン・鈴’ 街灯からの宣伝放送

手をたたく音・
ビニール袋をたたく音・風鈴

ている（表2－2／響きとしての街なみマップA）だけ

でなく，アーケードなどその他のさまざまな建造物もま

たその形成に重要な役割を果たしていること，更には人

間の活動やより広範な都市の活動との関連において初め

て成立するものであること（表2－2／響きとしての街

なみマップB）をより明確に確認することができた。

　この個々の建築物に属さない聴覚的景観の構成要素

（表2－2／響きとしての街なみマップB二）を分析，整

理したものが表3－2である。その結果，商店街の響き

としての街なみ一般を考察する際に重要であると思われ

る契機として，I）交通，II）放送システム，III）その

他のしつらえ，IV）人の声，の4つが導かれた。

　「I）交通」という観点から重要なものには，「サンダ

ル」や「下駄」といった履物の種類や，「台車」「自転車」

「買い物車」といった運搬手段の種類などと，それらを

響かせるもうひとつの要因としての「アスファルト」「タ

イル」「敷石」といった舗装面の状態がある、このような

「足音」や「運搬手段の音」の変化の豊かさは，商店街

ならではの特色であると考えられる。

　「II）放送システム」からの音もまた，商店街の響き

としての街なみに特有なものである。5つの地区のうち

3地区で確認されているが，浅草仲見世地区の「業務放

送」，高円寺地区の「宣伝放送」，月島地区の「BGM」な

ど，音響としてその実態はかなり異なったものであった。

　「m）その他のしつらえ」からの音としては，商店街

が統一して各店舗の軒先に設置している「仲見世風鈴」

の響きや，「縁台」に座って語らう人々の声，焼きそばを

焼く音など「屋台」からの作業音や掛声といったさまざ

まなタイプのものが観察された。「IV）人の声」もまた，

上野アメ横地区の独特な「掛声」や月島地区の子供の声

や人々の語らいなど，各地区によってその性格はさまざ

まであり，その聴覚的景観の性格を決定する重要な要素

となっている。

　いずれにせよこれらの項目には，「風鈴」のように自然

現象を介して音に変換されるものから，「履物」や「縁台」

のように人の活動を介して響きとしての街なみの形成要

因となるものまでさまざまなタイプのものがある。

　一方，商店街特有の響きとしては「店からの客の呼び

込みや雰囲気演出のために発せられる音」がある。この

観点から個々の店舗が独自に発する音も含めて再分析を

試みたのが表3－3である。その主体としては各店舗が

独自に行っているものと，商店街全体で行っているもの

とがある。

浅草仲見世地区特有なものとしては，商店街全体が統
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一して各店舗の軒先に吊している「伸見世風鈴」がある。

これはこの地区の響きとしての街なみにある種の統一感

を与えており，建造物としてのーケードが視覚的景観

の統一をもたらすのと同様に，「音のアーケード」ともい

える機能を果たしている。

　高円寺地区では，やはり商店街全体が管理している「街

灯からの宣伝放送」があり，この地区の一種独特な雰囲

気をかもし出している。一方，上野アメ横は各商店が競

い合う威勢のよい掛声が満ちており，この地区ならでは

の活気を生み出している。これに対して月島では，同じ

人の声でも顔見知りの客へのあいさつ，語り掛けが中心

であり，それがこの地区独自の生活文化を反映している。

　このように，同じ「客の呼び込み」という目的のため

にも，各地区によってそれぞれ独自の方法が存在してい

ることが明らかとなった。こうした分析の結果，各地区

がそれぞれ異なる「商店街の音文化」を形成しているこ

とを確認することができた。

4．まとめ

　本研究の主な成果としては，1）建築や街なみを聴覚

的景観からとらえる際のコンセプトとして「響きとして

の建築」「響きとしての街なみ」という考え方が成立する

ことが実証され，その実態を具体的に把握しながら聴覚

的景観研究の方法論のいくつかを模索，整理できたこと，

2）そうした考察を通じ，建築研究領域への聴覚的発想

の導入が，人間の活動とのかかわりなどの建築物のソフ

トな側面にも光をあてながら従未の建築のとらえ方を拡

大し得ることが明らかになったこと，3）「聴覚的景観」

という概念が都市研究においてそれぞれの地域のより

トータルな理解をもたらす有効な切り口であることを確

認したこと，がある。

　また本研究を通じて，都市をめぐる計画領域における

聴覚的取り組みの際には，一般に発想しがちな音の直接

的演出よりはむしろ，表3－2にまとめたような諸レベ

ルの要因の検討を初めとするその他さまざまな手法に

よって，音が生み出される状況を準備することがより本

質的な計画に結びつくという示唆を得ることができた。

またそうした知見から，歴史的建造物や街なみの保存と

いった問題を考えていく場合にも，「物体としての建築の

保存」といった従来のスタティックな考え方に対して，

建造物のその後の利用方法なども重要な検討事項である

ことなども示唆される。

　今年度，研究対象を商店街という特定の種類の道に限

定し，響きとしての街なみの形成要因を把握したことは

聴覚的景観の基本的枠組みを明確にする上で有効であっ

たと考えられる。が，今後，住宅街やビジネス街など他

の種類の道を対象とした調査分析を継続し，こうした枠

組みの充実化，精級化を図る必要があると考えられる。

いずれにせよ本研究には，前年度の研究報告梗概（研究

No.8814）にも述べたように，今後の課題として，調査研

究の方法論上のさまざまな問題が残されている。

　建築や都市をめぐる研究領域に，本研究で提起した聴

覚的発想が根づいていくためには，今後の地道な研究の

継続が必要である。
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